

















































　第 1 期（第 1 ～ 4 回：1958‒1961）授業の原理的追究：社会科教育の基本的なあり方について検討され、
注入主義や系統主義が批判され、目標・方法・内容の統一の原理に立つ問題解決学習の積極的評価が行わ
れた。
　第 2 期（第 5 ～ 8 回：1962‒1965）社会科の授業過程の各分節の検討：教材研究・指導計画・授業展開・
評価といった授業過程の各分節がどのように具体化されるかが検討された。




　第 4 期（第16 ～ 25回：1973‒1982）人間回復の過程―価値の多元化の原理の具体的考察：授業を＜人間
回復の過程―価値の多元化＞という原理からとらえられ、その原理の具体化されるあり方が、子どもの基
礎的な力・可能性・人間らしさ・思考の成熟といった観点から検討された。
　第 5 期（第26 ～ 30回：1983‒1987）個の奥深い把握と評価：子どもを奥深くとらえるという課題にもと
づいて、評価の問題を再びとりあげ、第30回大会において本会を「個を育てる教師のつどい」と再規定し、
改めて子どもの成長過程の究明を今後の課題として確認した。
　第 6 期（第31 ～ 37回：1988‒1994）個の確立を促す問題解決学習の授業の探究：個の確立を促す問題解
決学習の授業のあり方が具体的な教材・子どもの視野・子ども相互の関わり、関心・意欲の視点から追究
された。例：第33回「個の確立をうながす授業の創造－子どもの視野をゆたかにする教材」
　第 7 期（第38 ～ 41回：1995‒1998）混迷する社会と情報化社会における問題解決学習の探究：情報化社
会を迎え、混迷する社会における知やコミュニケーションのあり方が追究された。例：第39回「情報社会
における問題解決学習の展開―経験・知・コミュニケーションのあり方をさぐる―」
　第 8 期（第42 ～ 45回：1999‒2002）問題解決学習において育つ学力の探究：問題解決学習を通して育つ
学力・個の総合的な力のあり方が探究された。例：第44回「問題解決の過程で育つ学力」













　　第 1 期：第 2 次大戦後の民主主義社会を担う市民像―経験主義の1947年・1951年学習指導要領―
　　第 2 期：経済復興に努力する勤勉な国民像―系統主義の1958年・1960年改訂―









　　第 1 期：昭和22年～ 26年　「試案」として示された時期
　　第 2 期：昭和33年～ 43年　　法的拘束力を強くもった時期















　総合的な学習の時間が論議されたのは1996（平成 8 年）年 7 月19日に発表された中央教育審議会答申で
ある。初志をつらぬく会の実践研究展開の歴史の時期部分からすると第 7 期の時期である。この時期には、
初志をつらぬく会は、混迷する社会と情報化社会における社会における問題解決学習を探究した。安彦忠






　1996（平成 8 年）年 7 月19日「中央教育審議会答申」は、第 1 部「今後における教育の在り方」、第 2
部「学校・家庭・地域社会の役割と連携の在り方」、第 3 部 「国際化、情報化、科学技術の発展等社会の変
化に対応する教育の在り方」から構成されている。 




























　第 5 章　完全学校週 5 日制の実施について
　　 （1）今後における教育の在り方と学校週 5 日制の目指すもの
　　 （2）完全学校週 5 日制の実施に当たって特に留意すべき事項：［1］学校外活動の充実と家庭や地域社
会の教育力の充実、［2］過度の受験競争の緩和と子供の［ゆとり］の確保、［3］完全学校週 5 日制の
実施方法
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